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本日の内容

バックオフィスのDXは、組織全体のパフォーマンス向上に不可欠です。本セミナー

では、実際に生産性向上を実現した成功事例から、そのポイントを解説します。



会社紹介



https://www.persol-group.co.jp/news/20240131_13314/







https://www.persol-group.co.jp/news/20240405_01/
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https://www.persol-group.co.jp/service/business/article/8734/

経済産業省「デジタルガバナンスコード2.0」（旧DX推進ガイドライン）



https://www.persol-group.co.jp/service/business/article/8734/
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#２ バックオフィスの現状と課題

人手不足

バックオフィス業務は多くの場合、細かい

手続きや定型業務が多く、効率化が進んで

いないため、人手が多く必要になります。

特に、給与計算や経理などの専門知識が必

要な業務では、適切な人材の確保が困難で

す。

ベテラン依存

長年の経験を持つベテラン社員に業務が依

存しがちです。彼らの退職や異動により、

業務知識やノウハウが失われるリスクが高

いです。また、新人教育にも時間と労力が

かかります。

手動業務の多さ

多くのバックオフィス業務は、手作業で行

われているため、ミスが発生しやすく、業

務効率が低下します。例えば、手動でのデ

ータ入力や書類の管理は、ミスの原因とな

りやすく、業務のスピードや正確性に悪影

響を及ぼします。
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#３ バックオフィスのDXが必要な背景

パーソル総合研究所「労働市場の未来推計 2030」

2030年には7,073万人の労働需要に対し、6,429万人の労働供
給しか見込めず、644万人の人手不足となることが明らかに
なっています。

先ほどバックオフィスの課題の一つに「人手不足」がありま
したが、専門知識のあるなしに関わらず労働力を確保するの
は難しくなります。

そのため、既存業務のフローの見直しやテクノロジーの活用
によって、業務効率化を実現し、一人ひとりの生産性を向上
させることは不可欠です。

a. 労働人口減少

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/roudou2030/


#３ バックオフィスのDXが必要な背景

働き方改革を推進するべく、厚生労働省は2019年に「働き方
改革関連法」を策定し、柔軟なはたらき方を選択できる「フ
レックスタイム制」の拡充を規定しました。また、コロナ禍
でテレワークを導入する企業も増えており、はたらき方が多
様化しています。

b. 働き方の変化

2020年　アイティメディア株式会社「アフターコロナのバックオフィス業務に関する読者調査」

2024年　株式会社ミロク情報サービス「バックオフィス業務に関する総合調査」

しかしながら、2020年の調査では、全体のテレワーク比率が
90%を超える中でバックオフィス業務担当者の25.6%は出社
を要していました。

その後の2024年の調査で「コロナ5類移行前（～2023年5月）
と比べたテレワーク比率の変化」によると、28.5%が増えた
と回答しており、テレワークを中心とした働き方への変化は
今後も加速していくと考えられます。



#３ バックオフィスのDXが必要な背景

バックオフィス業務は、企業の財務・人事・管理機能を支え
る基盤です。これらの業務でミスが発生すると、経営判断の
誤りや法的リスクを招く恐れがあります。例えば、給与計算
や税務申告におけるミスは、従業員の信頼を失い、企業イメ
ージの低下にもつながります。正確な業務遂行は、内部統制
の強化にも寄与します。

c. 正確性の担保

バックオフィス業務の正確性が向上すると、フロントオフィ
スの業務もスムーズに進行し、結果として組織全体のパフォ
ーマンスが向上します。正確なデータ提供は、迅速かつ正確
な経営判断を可能にし、競争力の強化に寄与します。

デジタル化や自動化の導入を通じて、正確な業務遂行を実現
し、企業の持続的成長を支える基盤を築くことが求められて
います。

『ヒューマンエラーの基礎知識』｜労働安全衛生広報2012年4月

https://jinjibu.jp/article/detl/moyamoya/2996/#heading_2_4
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#２ バックオフィスの現状と課題
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#４ 成功事例紹介

https://bizer.jp/team/case/12754/ https://note.com/bizer_team/n/n31d46a86df9b
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#４ 成功事例紹介　河村電器産業株式会社さま

業務の87％は標準化できるという調査結果もあり、多くの業務は標準化が可能です。専門的な知識が必要な業務以外
は標準化できると考え、積極的に選択型や単純型へ業務を割り振りしていきましょう。

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社
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#４ 意識改革 事例紹介

https://note.com/bizer_team/n/nabc36a7eea78



#４ 意識改革 事例紹介　帝人株式会社さま

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3401/ir_material_for_fiscal_ym5/141591/00.pdf

統合報告書 2023

DXの定義 :
デジタル技術とデータ活用により、すべての企業活動（経営マネジ
メント、研究開発、生産、知的財産、営業など）の高度化・効率化
を図り、企業価値創造モデルを深化させ、持続可能な社会への貢献
と企業価値創造を実現すること



#４ 意識改革 事例紹介　帝人株式会社さま

DX推進の経緯 :

1つは2018年に設立された業務改革推進室などで推進された、全社的な

IT化の流れ。

もう1つは、以前から社内で指摘されていたデータ活用の重要性です。

帝人は105年の歴史があり（2023年時点）、パソコンがない時代の手書き

資料が会社の倉庫に大量に眠っています。長い歴史で蓄積された研究開

発の成果や様々な業務の知見やノウハウが詰まった宝の山であるにもか

かわらず、現在はほとんど活かされておらず、もったいない状態です。

さらに、業務を効率化し、より高付加価値の仕事をするという経営や現

場の意識の変化もあると思います。社内外のDXへの注目度や意識の変化

など様々な要素があって、DX推進の意思決定がされていると思います。



#４ 意識改革 事例紹介　帝人株式会社さま

データの利活用も含めて全体のボトムアップを図っていきたいと考えていま

すが、特に注力したいのは現場管理職の意識改革です。

 

これはRPAを推進していた時の経験なのですが、例えば工場で使っている資

料をペーパーレスにしようとした時に、現場の管理職から「いかにプロセス

を変えるのが難しいか」という理屈を一生懸命説明されるケースが多かった

んです。もちろん難しいのは重々理解していますが、できない理由を探すの

ではなく管理職にはどうやったら変えられるかを考えてもらわなくてはなり

ません。

我々は工場で工業製品を作っているので、安定しているのが当たり前。変え

ても変わってもいけない世界で生きているから、現場管理職の言いたいこと

も分かります。マインドは理解していますが、変化に適応できなければいず

れ淘汰されてしまいます。

そこで、管理職が受講する「マネジャーコース」を用意し、マインドセット

として自分なりの解釈の仕方や意思決定する姿勢を学んでもらうことにしま

した。これは、DXやデジタル技術の知識以前に、新しいプロジェクトやア

イデアが出てきた時に、管理職としてどのように変化を捉え意思決定するの

かを教えるコースになっています。



#４ 意識改革 事例紹介　株式会社ISSリアライズさま

https://bizer.jp/team/case/11717/



会社全体に対して成果を最大化していくためには、自分一人の頑張りでは到

底実現できません。色々な人の協力を得て仕事を進めていかなければならな

いと強く感じたことが原点です。しかし、協力を求めようと思っても、他の

人が何をやっているのかほとんど分からない状況でした。

既存の業務システムの保守運用業務は、いわば“守り”の領域です。担当者

に属人化しており、問い合わせや業務内容は担当者のみが把握している状況

でした。ユーザー対応が行動の起点になりやすいので、いつまで経っても守

りの領域が減らず、“攻め”に対する余力を創出できないこともチームの

課題でした。

#４ 意識改革 事例紹介　株式会社ISSリアライズさま



情報技術チームのメンバーが、どの程度の工数をかけて何をやっているのか

を把握するために、ヒアリングを行うことにしましたが、「保守運用です」

「大変です」と抽象的な回答しか得られませんでした。

可視化されているものが何もない状態で、ヒアリングベースで進めるのは無

理があると痛感。

メンバーとしても、これまで十分業務は回っていたので、「なぜいまさら可

視化ツールを導入する必要があるのか？」と、可視化することに抵抗もあっ

たのだと思います。覚悟を決めて「みんなの業務を理解したいので協力して

ほしい」とお願いしました。

#４ 意識改革 事例紹介　株式会社ISSリアライズさま



「月初1日目は業務量が多くて大変」など、個人の主観で語られていた業務

が定量化されました。例えばチェックリストに20項目も入っていれば、客観

的に業務量や工数の目星がつきます。また、派遣スタッフの方の業務が明確

になり、自発的に業務改善に取り組んでいただけるようになりました。派遣

スタッフにお任せするのは、定型化されている細かい業務が多いのですが、

マネージャーがすべて把握できているわけではありません。Bizer teamに入

力しておけば業務の流れが一目で分かりますし、チェックリストを通じてコ

ミュニケーションが図りやすくなりました。

何よりも、チーム内で「可視化」が当たり前になってきたのが大きな成果で

す。もちろん不揃いの粒度や入れ忘れもありますが、「なぜ可視化する必要

があるのか？」という懐疑的な意識から、「した方が良いこと」「当然すべき

こと」へと意識が変わったのは革新的です。

#４ 意識改革 事例紹介　株式会社ISSリアライズさま



誰もが常にがむしゃらに頑張れるわけではありません。調子が良いときもあ

れば、悪いときもあります。個人の頑張りで100％を大きく超えるような成

果を持続することは簡単なことではありません。

チームは様々なバックグラウンドや個性を持ったメンバーで編成されていま

す。チーム一人一人の力を掛け算すれば、150％、200％のシナジーを生み出

すことも難しくはないでしょう。

新型コロナウイルスによって働き方への意識が大きく変わりましたし、従来

とは違う働き方をする組織も登場しています。「多様化するチームで、いか

に成果を最大化するか」という命題は、今後はより重要性を増していくので

はないでしょうか。

#４ 意識改革 事例紹介　株式会社ISSリアライズさま
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#５ バックオフィスのDX推進のポイント

TOPの意志 DXは組織全体の変革が求められるため、組織のTOPによる強烈な推進力が求められる。

目標・目的の設定 DXには長い時間を要するため、組織が進む方向がブレないよう、常に目標・目的を共有する
必要がある。なるべく具体的なイメージを持てるような目標の設定が望ましい。

推進体制の構築 TOPだけでなくそれを支えるメンバーや、ITに強いメンバー、また現場の業務から変えていく
ことになるため現場に近く変化に強いメンバーなど、役割を明確にして体制を構築する。

現状把握・可視化 生産性向上の最初の一歩。可視化の手法としては「リスト型」「フローチャート型」「時間計測
型」などがある。シンプルでコスパが良いのは「リスト型」だが、状況に合わせて選択する。

標準化 バックオフィスの業務は定型業務が多く、一度標準化して再現性を高めておけば、それを活用
した際のリターンが大きい。

継続的な改善 外部環境は常に変化しており、その中で競争優位性を確立することがDX。そのためDXに終わ
りはなく、常に改善を繰り返す必要がある。

成果測定と社内共有 効果を定量的に測定し、成果を社内で共有する。成功事例を基に他部門への展開を図り、組織
全体のDX推進につなげる。



現状把握・可視化 生産性向上の最初の一歩。可視化の手法としては「リスト型」「フローチャート型」「時間計測
型」などがある。シンプルでコスパが良いのは「リスト型」だが、状況に合わせて選択する。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 業務一覧を作成する際には、業務項目を抽出し、「量」と「質」の両方で重みづけする

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 「量」について。対象業務を決める際には、発生頻度が高く、業務時間が長い「大物」から優
先的に着手するのが基本だが、その他領域も個別に注目する必要がある。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 「質」について。業務の「あるべき姿」を定め、標準化・マニュアル化の対象を選定する。
87%は標準化できるつもりで業務を見極めていくのがコツ。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 日本BPM協会が定義している業務分類の基準を参考に、目的に応じて業務分解の粒度を決め
ていく。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

https://www.persol-group.co.jp/service/business/article/9463/



継続的な改善 一例として「KPT」がある。「KPT」とは、Keep（やってよかったので今後も続ける点）、
Problem（問題点・課題）、Try（今後改善していくこと）の頭文字。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

https://note.com/bizer_team/n/ne311f06ec54f



#５ バックオフィスのDX推進のポイント

最も重要なのはTOPの意志



本日はバックオフィスのDXの必要性や重要性について、
また具体的な事例についてお話させていただきました。

ぜひ、みなさまの組織に置き換えて考えてみてください。

本日ご紹介できなかった事例や、各推進ポイントの
ノウハウは他にも多数ございます。

興味のある方は、お気軽にご相談ください。

ありがとうございました。


